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IATF16949認証制度と認証取得計画 
令和４年５月吉日 

社長 清水 澄人 

 

 

ウチヤ社の自動車関連のビジネスは、1980年代には年商が50億円近くあり、その売上の

50%近くを支えていた時代もありましたが、世の中の技術革新に伴い主力ビジネスで有った

エンジンルーム側に搭載されていたバイメタル式サーマルスイッチ&サーモスタットは電子

化が進み、現在その殆どが終息しています。最近は運転席及び車内のステアリングヒーター

やシートヒーターの温度保護、将来的には自動運転車を支えるミリ波レーダー、レーザーセ

ンサーやカメラセンサーの凍結防止及び融雪用ヒーターの温度保護にその搭載が進んでいま

す。特にEV車、ハイブリッド車及び燃料電池車にバイメタル式サーモスタットが導入され

ることは大きな変革に当たります。これは従来の電子制御システムをバックアップすること

でより安全性を担保する方式として、我々の開発しているバイメタル式サーモスタットが再

評価されている訳です。その証拠にウチヤ社のサーモスタットはAirbusやBoeingの航空機

に搭載されていて、最先端技術の集合体とも言える航空機の電子システムのバックアップに

活躍しています。この様に我々が開拓して来た、この考え方を反映させる新市場が徐々に拡

大して来ています。コロナ禍で海外出張が止まり3年目になりますが、国内の自動車メーカ

ー殿への再アプローチは徐々に進んでおり、コロナ禍後には海外自動車メーカーへの売り込

みを積極的に進める計画です。この際、余り聞きなれないかも知れませんが IATF16949認

定がウチヤ社として必要になります。会社としてはDX改革を進めながら、今後2年〜3年

以内のこの認証取得を計画しています。その為、以下この IATFに関して解説を行いたいと

思います。 
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1. 規格及び名称 

 IATF16949規格、自動車産業の国際的な品質マネジメントシステムの要求事項を規定した

もので、IATF（国際自動車産業特別委員会）が策定し管理しています。 

IATFとは、International Automotive Task Force の略で「国際自動車産業特別委員会」と

も呼ばれ、IATF16949認証制度の運営元です。IATFは以下のメンバーにより構成されてい

ます。自動車メーカー9社：GM、フォード、ステランティス（クライスラー、フィアット、

プジョー)、ダイムラー、フォルクスワーゲン、BMW、ルノー、ジャガーランドローバー、

ジーリー 。自動車産業団体5団体：米（AIAG)、独（VDA)、仏（FIEV)、伊（ANFIA)、

英(SMMT)。 

尚、IATF16949の前身で ISO/TS16949があります。これは米国のBIG3(GM、FORD及び 

CHRYSLAER)が要求しているQS9000という規格や、ドイツのVWやBMWを会員とする

VDA(ドイツ自動車工業会)という規格を統合し、国際化した共通規格となります。よって

IATF16949の取得を要求する完成車メーカーは主に海外欧米企業となり、日系の完成車メー

カーは IATF16949に類似した固有要求事項を持っていますが、IATF16949の取得自体を要

求しているメーカーは日本メーカーでは稀な状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2. 認証制度 

 本質的には、IATF自動車メーカーは自動車を生産するために、多くのサプライヤーから部

品を供給してもらっています。しかし、もしサプライヤーが経営不振で部品を生産できなく

なったり倒産したりしてしまえば、IATF自動車メーカーはそのサプライヤーから部品の供給

を受けられなくなり、自動車が生産できなくなってしまいます。サプライヤーから部品の供

給ストップを未然に防ぐためには、サプライヤーはしっかりとした経営基盤をもつ必要があ

ります。従って IATF自動車メーカーは、この要求事項を通して、『サプライヤーとして部品

を供給し続けてもらうために、会社の状況を理解して課題に取り組んで、会社を存続させら

れる経営基盤を持ちなさい』ということを要求しています。 
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IATF16949認証制度とは、 IATF16949規格に適合した品質マネジメントシステムが組織に

おいて適切に構築され、有効に運用されていることを、第三者審査機関が審査し、登録する

制度のこと。そして、IATF（国際自動車産業特別委員会）メンバーである自動車メーカー9

社(欧米自動車メーカーと欧米自動車産業団体)が、部材の調達先である部品／材料メーカー

（サプライヤー）に対して、IATF16949認証登録を取引条件として要求するものです。  こ

の IATF16949認証制度は、IATFの監督機関から承認を得た第三者審査機関が、認証制度の

基本ルールである「IATF承認取得・維持ルール」に従ってサプライヤーのマネジメントシス

テムを審査し、合格したサプライヤーを登録します。そして自動車メーカーは、その登録サ

プライヤーから部材を調達するという仕組みになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IATF16949は、自動車に特化した品質マネジメントシステムの国際規格になります。あらゆ

る企業が取得することができる ISO9001と反し、現時点では、自動車に搭載される製品を扱

う会社しか取得することができません。例えば、自動車に搭載されている通信機器の製造メ

ーカー(Tier-1)は IATF16949を取得可能。その通信機器に搭載されている半導体メーカー

(Tier-2)も取得可能。しかし、半導体を製造するために必要な設備メーカー(Tier-3)は、直接

自動車に搭載されるわけではないので

IATF16949の取得はできません。   

ただ今日、実際に自動車に搭載はされない

が、自動車製造に間接的に関わるメーカー

に対して IATF16949を取得するような要

求が、Tier-1やTier-2から出されており、

非常に注目にされている国際規格のひとつ

となっています。 ISO9001をベースに自

動車特有の要求事項を追加し作られたのが

IATF16949になるので、単独の品質マネジ

メントシステムとはみなされず、ISO9001

とあわせて使用しなくてはなりません。 
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3. 取得期間への認識 

 取得準備開始から取得までの期間は標準で2年から3年が必要。取得準備開始からマニュア

ル類の作成までが1年、運用を開始し審査を受けることができる要件が整うまでに1年、審

査開始から登録(取得)まで6ヶ月が標準パターン。 3つ合わせて2.5年ですが、状況によっ

ては3年必要なこともある様です。ただし、受審会社の整備状況によっては短縮が可能、例

えば、IATF16949の要求に近い業務を普段している場合、IATF16949の取得で使えそうな

規定や要領が沢山ある場合、組織横断型プロジェクトチームが積極的に参加している場合、

IATF16949の要求について理解が深い場合、ISO9001を会社全体がしっかり運用されてい

る場合、等々これらが重複していると取得期間が最短になり得るとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 認証取得のメリット 

 IATF16949 認証登録のメリットは、(1)不具合の発生、ばらつきや無駄が少なくなります。

(2) グローバルな自動車産業における取引条件をクリアできる。(3)グローバルな自動車産業

におけるビジネス上の信用が高まる。(4)品質パフォーマンスの向上は言うに及ばず、経営効

率改善に寄与する。(5)第二者監査を削減できる。(6)コアツールの効果的適用に伴いＱＣＤに

関連したリスクが軽減できる。(7) 各種変更に伴うリスクを封じ込める信頼性の高い変更管

理を実現出来る。(8) サプライチェーンにおいて顧客の開発プロセスと一貫性のある共通の

品質マネジメントシステムが展開できる。(9) 組織の要員の問題解決と管理技術のスキルが

向上する。(10) 製品と工程両方の品質を改善出来る。(11)なにより業績向上が実現する。 

 

5. 規格の取得に当たって 

 IAFT16949という規格は、ISO9001を土台に自動車製造特有の要求が付加される形で構成

されています。このため IATF16949取得希望の企業様の中に「ISO9001は既に取得してい

るし毎回の審査もスムースに合格しているので、何の問題もない」と考える企業が多々あ

り、その様な会社の多くが実際には IATF16949の取得に大変に苦労している。初回登録審
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査で多い指摘は ISO9001が要求する部分が不十分というもので、通常の ISO9001とは比較

にならない厳しさで審査されます。特にコンサルタントを入れずに取得準備をする企業は注

意が必要で自己流は、取得が可也ハードであると考えられる。IATF16949の経験豊富なコン

サルタントが必須と言われ、ウチヤ社ではコンサルタントの運用を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 規格の要求数 

 この要求の数は、ISO9001が127に対し、IATF16949は280ほどあり、要求は2規格の

合計で約400となります。このためマニュアルの作成や運用には大きな負荷が掛かります。 

また、審査員も IATFからしっかり監視され、「不適合なし」が続くと、「審査員の力量な

し」と判断され、審査員資格を剥奪されることもあります。審査機関も不正があると認定取

り消しになります。 このため IATF16949の審査は ISO9001とは段違いに厳密で厳しい。

その代わり、しっかり運用することで業績向上につながります。 

 

7. 目標 

 この自動車産業品質マネジメントシステムの大きな目標は、不具合の予防（未然防止）、サ

プライチェーン全体でばらつき・無駄の削減、継続的改善が機能する品質マネジメントシス

テムを構築することになります。自動車は一度量産に入ってしまうと、世界中に何十万台と

いう車両が走ります。仮にその地域の法律を満たさなかったり、人命に関わる不具合が確認

された場合は、不具合が起こらない対策品へ交換しなくてはなりません(リコール)。そうなる

と、膨大なロスコストが発生したり、人が命を落としたりしてしまい、カーメーカーの信頼

性が低下してしまいます。自動車業界で働くうえでの品質とは、リコールに関わるような不

具合を未然に防止し、ばらつきのない製品を生産し続け、継続的に組織や製品を改善できる

体制を構築することを意識しなくてはなりません。このような考えを徹底することで、Ｑ、

Ｃ、Ｄ（品質、コスト、納期）を満たした製品を作り続け、顧客満足を得られる製品を継続

的に生産・販売することができます。これらは、Tier-1メーカーのみが行えばよいというわ

けではないです。Tier-1は、Tier-2にこのような取り組みを要求することで、確かなQCD

を満たした製品を購入し、その購入した製品を使い部品を作って完成車メーカーへ納めま
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す。以降同じように、Tier-2はTier-3へ要求しサプライチェーン全体にいきわたらせること

が重要です。IATF16949が掲げる大きな目標は『IATF16949をサプライチェーン全体に反

映することで、自動車産業全体のQCDを確保すること』になります。 

押さえるべき3つのポイント  ①最終目標と、その達成に向けた課題を明確にする  ②課題

の中から、取り組む課題をピックアップする  ③取り組む課題の監視、レビューをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 顧客固有要求事項  

 納入先の自動車メーカーから追加要求が出され、それもクリアする必要があります。 顧客

固有の要求事項は、自動車メーカーのWebサイト等を通じて公開されています。 また、フ

ォード、GM、クライスラー、ダイムラー、フィアット、ルノー、プジョー、シトロエンの

固有の要求事項は、IATFのWebサイトで一般公開されています。 
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IATF16949はリコールを意識しているので、起こった不良を改善するのではなく、不良自体

を未然に防止することに重点を置いています。未然に防止するためには、設計開発段階で計

画を練って、リスク分析を行い不具合の種をつぶしこみ、安定した生産工程で製品のばらつ

きを抑えながら生産しなくてはなりませんね。  そこで、IATF16949ではコアツールが要求

されています。ここではそのコアツールを紹介します。  PPAP （Production Part 

Approval Process）：生産部品承認プロセス APQP（Advanced Product Quality Planning 

and Control Plan）：先行製品品質計画 FMEA（Potential Failure Mode and Effects 

Analysis）：故障モード影響解析 MSA（Measurement System Analysis）：測定システム解

析 SPC（Statistical Process Control）：統計的工程管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IATF16949の品質マネジメントシステム構築／運用には、以下の５つのコアツールを導入

し、システムを効果的に運用することが必要となります。 この点については、IATF16949

の審査においても重要視されます。 (１)APQP:先行製品品質計画及びコントロールプラン  

(2)PPAP:生産部品承認プロセス  (３)FMEA:故障モード影響解析 (４）SPC:統計的工程管

理  (５)MSA:測定システム解析   

この他にも次の内容を理解し満たすことが必要です。  １）ISO9001:2015規格書   

２）IATF16949:2016規格書  ３）IATF承認取得・維持ルール５－よくある質問（FAQ）  

４）IATF公式解釈集SI  ５）顧客固有要求事項   
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PPAP （Production Part Approval Process）：生産部品承認プロセス  製品の評価データや

生産や製品に関わる標準書類を書面にして、顧客承認をもらう手続きのことです。 

 

APQP（Advanced Product Quality Planning and Control Plan）：先行製品品質計画  製品

開発段階で行う計画です。その計画ではチーム編成を明確にし、顧客とのやり取り（試作品

の納入や監査の日程など）の計画を立て、製品完成までこの計画表で管理します。   

 

FMEA（Potential Failure Mode and Effects Analysis）：故障モード影響解析  故障（不具

合）が発生するリスクを抽出し、それぞれをスコア付けすることで、リスクの優先度を数値

化して減らすための解析法になります。   

 

MSA（Measurement System Analysis）：測定システム解析  測定器がしっかりと機能して

いる必要があるので、測定器自体の安定性を解析する手法になります。測定器の公正と測定

値のばらつき検証を行います。 

 

SPC（Statistical Process Control）：統計的工程管理  工程内などの測定データを統計的に

解析する手法です。データを定期的に取得することで、工程で発生している異常な状態を検

知し、未然に防止するために使用します。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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ウチヤ共栄会総会・懇親会開催される 

令和４年６月３日 

資材総務部 

ウチヤ共栄会総会・懇親会が、５月２６日～２７

日、３年ぶりに開催されました。 

新型コロナウイルスの感染拡大により、２０１９年

以降中止されてきましたが、今年３月２１日、まん延

防止等重点措置が解除され、経済活動が徐々に緩和さ

れてきていることから、開催の運びとなりました。（足

元での新型コロナウイルス感染者は徐々に減少してい

るものの、5/27 時点、東京都で 2,630 人という状況。

ウチヤ香港の梁総経理もビザの取得、PCR 検査、帰国

後の隔離措置など、様々なハードルがありましたが、

社長、山﨑監査役の尽力もあり、無事参加されました） 

会場の小名浜オーシャンホテル＆ゴルフクラブは、２０１９年

以前と同様の利用客がみられ、5/28（土）のゴルフクラブ利用者

は予約で満員という状況でした。３年前と違うのは、温泉での

「黙浴」表示や朝食バイキングでの手袋着用、SDGｓへの協力と

してアメニティグッズのロビーのみでの配布やタオルの利用制限

（以前は浴室で使い放題）、宴会でのセルフ飲み放題など。コロナ

対策と同時にコロナ禍を乗り越えるための地道な経費節減も見ら

れました。 

当日はあいにくの

大雨と嵐で、ゴルフコンペの継続は危険と判断され、7～8

ホールで終了。参加された９名の方々、お疲れさまでし

た。（次の日は晴天で絶好のゴルフ日和でした。残念でし

た） 

ゴルフコンペ後、行われた「ウチヤ共栄会総会」では、

通常、ウチヤ参加者は出席しないところですが、今後の開

催方法の審議が行われるため、打矢会長、清水社長も参加

されました。審議の結果、２年後の共栄会５０周年を目指

して、開催を続けることとなったと聞いております。（ゴルフコンペ

も今回までで 147 回開催のところ、150 回開催を見込んでおります） 

懇親会では、社長よりウチヤ・サーモスタット株式会社の事業活動

への協力の御礼、現在の 1.5 倍受注のみならず、今後の産業用ロボッ

トや自動車関連向けの増産に向けて、さらなるご協力の依頼がありま

した。その後、ゴルフコンペの表彰式（優勝は３年前に引き続き、富

士電工の前田様でした。おめでとうございます。）、カラオケ（梁総経

理の「北国の春」など）が急遽会場で行われるなど、短い時間でしたが、普段とは違う環境でお話がで

き、懇親を深められたと思います。 

 

共栄会に参加された協力企業の皆様、お忙しい中、ご参加ありがとうございました。 

今後もウチヤ・サーモスタット株式会社との共存共栄にご協力いただけますよう、よろしくお願いいた

します。 

以上 


